
と
い
う
と
臨
床
に
役
立
つ
記
事
を
多
く
引
用
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

幻
雲
に
少
し
遅
れ
る
が
扁
鵲
と
倉
公
の
歴
史
考
証
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
浅
井
図
南
の
『
扁
鵲
倉
公
列
伝
割
解
」
な
ど
と
く
ら
べ
て
の
話
で

あ
る
。
こ
の
二
本
を
用
い
て
、
「
扁
鵲
倉
公
列
伝
」
を
読
む
と
、
あ
る
程

度
は
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
幻
雲
を
し
て
弓
倉
公
伝
』
の
文
章
は
詰
屈
、
句
読
を
分
け
難

い
」
と
言
わ
し
め
て
い
る
。
と
く
に
近
年
の
中
国
の
注
釈
は
あ
て
に
な

ら
な
い
。
い
ま
こ
の
書
物
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
『
扁

鵲
倉
公
列
伝
」
の
研
究
が
始
ま
る
。

本
書
は
文
部
省
平
成
６
年
度
～
７
年
度
科
学
研
究
補
助
金
一
般
研
究
。
、

研
究
課
題
番
号
０
６
８
０
７
１
７
５
「
国
宝
・
上
杉
本
「
史
記
二
扁
鵲
倉
公
伝

に
お
け
る
月
舟
寿
桂
注
の
医
史
学
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者
”
小
曽
戸
洋
）
の

研
究
報
告
書
で
あ
る
。

日
本
晨
害
全
集
の
編
纂
は
全
七
十
二
巻
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
六
十
巻
に
『
畜
産
・
獣
医
』
が
登
場
し
て
い
る
。

（
猪
飼
祥
夫
）

〔
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
編
二
束
京
都
港
区

日
金
五
’
九
’
一
、
電
話
○
三
’
三
四
四
四
’
六
一
六
一
、
一
九
九
六
年

三
月
発
行
、
Ａ
４
判
、
二
五
五
頁
、
非
売
品
〕

現
代
語
訳
・
注
氾
・
解
題
、
松
尾
信
一
ほ
か

Ⅱ
本
農
岱
全
集
第
六
卜
巻
『
畜
産
・
獣
医
」

獣
医
史
学
の
研
究
も
他
の
史
学
分
野
と
同
様
に
、
ま
す
ま
す
細
分
化

さ
れ
て
追
究
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
本
全
集
の
執
筆
者
は
い
ず
れ
も
獣

医
史
研
究
家
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
テ
ー
マ
が
近
世
江
戸
時
代
に
お
か

れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
資
料
の
選
択
に
も
興
味
の
も
た
れ
た
処
で
あ
っ

た
が
、
次
の
文
献
資
料
か
ら
収
録
組
立
て
ら
れ
て
い
る
。

い
小
鳥
の
部
「
鶉
害
」
慶
安
二
二
六
四
九
）
年
刊
行
、
蘇
生
堂
主
人

著
⑤
犬
の
部
『
犬
狗
養
畜
伝
」
天
保
七
二
七
二
二
）
年
、
暁
鐘
成
著

卿
馬
の
部
『
厩
作
附
飼
方
之
次
第
」
近
世
後
期
の
出
版
、
著
者
未
詳
個

牛
の
部
『
牛
書
」
中
国
か
ら
渡
来
し
た
原
本
の
写
し
に
よ
っ
て
、
延
享

元
（
一
七
四
四
）
年
頃
製
本
さ
れ
た
が
、
作
者
は
未
詳
㈹
馬
の
部
『
安

西
流
馬
医
巻
物
」
宝
永
七
（
一
七
一
○
）
年
刊
行
、
安
西
播
磨
守
著
㈹

馬
の
部
「
万
病
馬
療
鍼
灸
撮
要
』
宝
暦
十
（
一
七
六
○
）
年
初
版
、
平
安

隠
士
、
泥
道
人
著
㈲
馬
の
部
「
解
馬
新
書
」
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
、

菊
池
東
水
著
の
七
編
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
底
本
の
す
べ
て
に
対
し
て
、
執
筆
者
の
配
慮
に
も

と
づ
く
懇
切
で
分
り
や
す
い
現
代
語
訳
、
注
記
、
人
物
伝
、
豊
富
な
図

版
等
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
紙
幅
は
原
書
を
は
る
か
に
越
え
る

量
と
な
り
、
解
題
の
部
だ
け
を
採
り
あ
げ
て
も
、
独
立
し
た
参
考
書
と

し
て
組
立
て
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
獣
医
史
専

攻
で
な
い
私
に
も
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
代
表
的
獣
医
、
畜
産
害

ま
た
動
物
図
絵
等
を
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
り
有
意
義
で
あ
っ
た
。
た

と
え
ば
巻
頭
に
記
載
さ
れ
て
い
る
底
本
に
関
連
す
る
珍
ら
し
い
資
料
写

真
の
数
々
、
原
書
の
漢
文
体
に
対
す
る
現
代
語
訳
の
調
合
の
と
れ
た
配

置
な
ど
、
読
者
の
目
を
思
い
は
か
る
収
録
方
法
と
い
え
よ
う
。
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な
お
私
見
を
は
さ
み
、
執
筆
者
に
失
礼
に
な
る
が
、
現
代
で
も
世
界

的
に
み
れ
ば
ま
だ
消
滅
し
て
い
な
い
、
人
畜
共
通
感
染
病
「
狂
犬
」
に

関
す
る
初
期
文
献
で
あ
る
、
江
戸
中
期
の
元
文
一
（
一
七
三
六
）
に
刊
行

さ
れ
た
「
狂
犬
咬
傷
治
方
」
連
山
野
呂
元
丈
著
が
本
書
に
収
め
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
分
野
の
研
究
に
長
年
に
わ
た
り
尽
さ
れ
て

い
る
方
々
だ
け
に
、
う
な
づ
け
な
い
感
じ
を
受
け
た
。
出
版
に
は
い
ろ

い
ろ
な
事
情
が
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、
何
か
の
機
会
に
本
書
七
資
料
の

中
に
『
狂
犬
咬
傷
治
方
」
を
加
え
て
い
た
だ
き
た
く
願
っ
て
い
る
（
妄
言

多
謝
）
。
前
後
す
る
が
、
全
集
の
初
章
を
飾
る
、
松
尾
氏
執
筆
の
総
合
解
題
「
近

世
日
本
の
畜
産
と
獣
医
術
」
は
、
徳
川
幕
府
創
建
時
代
か
ら
出
立
し
て
、

漢
方
流
全
盛
期
を
経
て
蘭
方
技
術
の
導
入
さ
れ
る
ま
で
の
、
わ
が
国
獣

医
界
の
流
れ
を
眺
望
し
た
三
○
ペ
ー
ジ
の
労
作
で
あ
り
、
高
く
評
価
さ

れ
る
文
献
で
あ
る
。

な
お
医
史
学
と
獣
医
史
学
は
、
そ
の
研
究
過
程
に
於
て
、
一
致
す
る

史
実
が
発
見
さ
れ
る
点
か
ら
も
、
両
者
を
結
ぶ
合
同
研
究
が
、
今
後
ま

す
ま
す
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
坂
本
男
）

〔
農
山
漁
村
文
化
協
会
”
東
京
都
港
区
赤
坂
セ
ノ
六
ノ
ー
電
話
○
三
’

三
五
八
五
’
二
四
五
、
一
九
九
六
年
六
月
発
行
、
Ａ
五
判
函
入
、
六
三

二
頁
、
定
価
七
、
○
○
○
円
〕

本
書
の
原
著
者
は
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
米
国
で
は
高
名
な
方

の
よ
う
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
に
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ

ろ
そ
ろ
没
後
十
五
年
を
数
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
フ
ル
ネ
ー
ム

を
知
り
た
い
と
思
い
探
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
害
中
に
見
出
せ
な
か
っ

た
し
、
コ
ー
ル
ダ
ー
と
い
う
姓
の
横
文
字
綴
り
も
不
明
で
あ
る
。
元
々
、

高
校
生
向
き
の
医
学
史
啓
蒙
害
だ
か
ら
、
そ
こ
ま
で
は
不
要
と
云
っ
て

し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
な
の
だ
が
…
…
。

原
タ
イ
ト
ル
は
、
冨
巴
冒
吊
鯉
且
三
四
国
で
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、

弓
胃
陣
Ｃ
ｑ
ａ
弓
胃
醒
耳
曽
己
牌
帝
邑
８
ａ
函
①
巴
言
い
と
な
っ
て
い

る
。

せ
っ
か
く
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
言
葉
が
、
日
本
語
版
の
書
名
に
生

か
せ
切
れ
な
か
っ
た
の
は
、
如
何
な
る
手
ち
が
い
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
の
腰
巻
に
、
呪
術
か
ら
科
学
へ
、
マ
ク
ロ
な
目
で
み
る
《
癒
し
の
術
》
、

と
い
う
文
字
が
お
ど
っ
て
い
る
。

本
の
内
容
か
ら
考
え
る
と
、
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
方
の
文
字
を
利
用
し

た
訳
本
タ
イ
ト
ル
に
し
て
貰
い
た
か
っ
た
。

本
文
は
、
次
の
十
二
部
か
ら
な
っ
て
い
る
。

第
１
部
イ
モ
リ
の
目
と
カ
エ
ル
の
趾

第
２
部
悪
魔
、
半
神
半
人
、
医
師

第
３
部
暗
黒
の
千
年

第
４
部
偉
大
な
る
進
展
（
１
）
再
び
光
明
を

Ｒ
・
コ
ー
ル
ダ
ー
著
／
佐
久
間
昭
訳

『
物
語
・
人
間
の
医
学
史
」

(170) 668


